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1 ．『警誡文』。毎半葉 8 行、毎行12字、首題は「警誡文」で尾題はない。
文章が「集其龍象徳、恐其野干鳴」のところで突如終わっており、完
本ではないようである。












































6 ．『碧松堂野老行状』。毎半葉 7 行、毎行10字、首題は「碧松堂野老行状」
で尾題はない。巻首には「門人真一編、判禅教両宗事都大禅師兼奉恩
寺住持休静撰」と書かれている。
7 ．『碧松堂野老集』。毎半葉 7 行、毎行10字。首題は「碧松堂野老集」で
尾題はない。門人の真一の編である。

















































　上記五種の文献のうち、1 、2 の二つは全21丁で丁番号は連続する。3 、
4 の二種も全28丁で丁番号が連続している。 5 は全 5 丁で、丁番号が別立
てになっているから、三種の異版で印刷されたものが後に一冊に纏められ
たことが分かる。これら五種の文献はいずれも三荘寺重刻本であり、 1 ～























































































































































































































































































































































































































































































ⅰ．刊本系統の第 1 問答と写本系統の第 4 問答（四句）
ⅱ．刊本系統の第 2 問答と写本系統の第 5 問答（四生）

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 2018年 9 月18日初稿
 2018年10月21日改稿
【附記】
　本論文は、資料を収集する過程で、中国国家図書館善本部の李際寧氏、
東国大学の金天鶴氏、東国大学中国人留学生の甘沁鑫博士の援助を得た。
2018年 9 月22日に、東洋大学の伊吹敦教授主催の国際シンポジウム「初期
禅宗研究の最前線」において、本論文の初稿の内容を口頭発表し、その際、
伊吹敦、齋藤智寛、佐藤厚、程正等の諸氏にご教授を頂いた。特に専修大
学の佐藤厚教授は、自身、以前から『金沙論』と関連資料に注目されてお
り、筆者がそれまで把握していなかった韓国、日本の資料中の『金沙論』
の引用をも収集しておられた。有り難いことに、佐藤教授は、それら自ら
の収集された資料を筆者の研究のために全て無償で提供してくださり、そ
れに基づいて初稿を修訂することができた。ここに特に記して、感謝の念
を表する。
